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2017年11月13日 インド、銀行への『資本注入』と市場動向 
2017年10月18日 インドの経済・市場動向（2017年10月） 

（No.2,901） 
〈マーケットレポートNo.5,727〉 

2017年11月20日 

Moody’sがインドを格上げ 

 モディ政権による経済改革はインドにとって必要で

あり、成長にはプラスの効果があると思われます。 

国際通貨基金（IMF）では、インドの実質GDP

成長率は、2016年の+7.1%の後、GST導入の

影響等もあり17年は+6.7%に減速しますが、

18年は+7.4％への加速を見込んでいます。 

モディ首相の経済改革によって高成長が続く見込み 

 大手格付け機関のMoody’sインベスターズ・

サービシーズは、11月16日にインドの自国通貨

建てと外貨建ての長期債格付けを、これまでの

Baa3から一段階引き上げて、Baa2としました。 

 政府が実施した高額紙幣の廃止、物品サービス

税（GST）の導入などの経済改革が、経済の潜

在成長率を高め、中期的にインド政府の債務負

担を軽減するとしています。 

Moody’sがインドを格上げ 
モディ首相の改革を評価 

マーケットは格上げを好感 
意外に早かった格上げ 

（注）データは2016年11月17日～2017年11月17日。 
     右軸のルピー/米ドルは逆目盛。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

 格上げが発表されたのは米国時間の16日で、翌

日のインド金融市場はそれを好感した動きとなりま

した。株式のセンセックス指数は前日比0.7%上

昇、通貨ルピーも上昇し、債券利回りは低下（債

券価格は上昇）しました。 

 今回の格上げは、経済改革の成果がデータで確

認できるようになってからと考えていた金融市場参

加者にとっては意外に早いタイミングとなりました。 

 一方、今回の格上げは経済改革を積極的に評価

し、成果が現れることを先取りする形で行われたと

見る向きもあります。例えば、今年の7月に導入さ

れたGSTがインド経済に対して十分な効果をもたら

すには日数を要するとの見方です。今後の経済改

革の効果発現に期待が集まります。 

（注）データは2017年11月16日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に 
      三井住友アセットマネジメント作成 

【国債格付けと格付け見通し】 

【インド長期金利とインドルピー】 

格付け 格付け見通し

ムーディーズ Baa2 安定的

S&P BBB- 安定的

今回Baa3から

一段階引き上げ

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news171018as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/asia_oceania/key171113as.html

